
「古墳のまつり」の跡（大蔵経寺前）

古
墳
の
か
た
ち

前
方
後
円
墳
　
山
梨
県
最
古
の
古
墳
は

甲
府
市
（
旧
中
道
町
）
の
小
平
沢
（
こ

び
ら
さ
わ
）
古
墳
で
す
。
前
方
後
方
墳

で
、
4
世
紀
中
頃
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
形
の
古
墳
は
県
内
に
は
他
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　
小
平
沢
古
墳
の
あ
と
、
4
世
紀
後
半

に
前
方
後
円
墳
の
甲
斐
銚
子
塚
古
墳
な

ど
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
八
代
町
に
も
岡
・

銚
子
塚
古
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
見
る
と
前
方
後
円
墳
は
7

世
紀
に
入
る
こ
ろ
ま
で
造
ら
れ
ま
す
が
、

山
梨
県
で
は
5
世
紀
後
半
の
境
川
町
藤

垈
の
馬
乗
山
2
号
墳
（
全
長
60
メ
ー
ト

ル
）
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

　
5
世
紀
後
半
は
、
金
文
字
入
り
の
鉄

剣
（
国
宝
）
で
有
名
な
埼
玉
の
稲
荷
山

古
墳
（
前
方
後
円
墳
）
が
造
ら
れ
て
い

ま
す
。

帆
立
貝
式
古
墳
　
古
墳
の
中
に
は
帆
立

貝
の
形
に
似
た
前
方
部
が
極
端
に
短
い

帆
立
貝
式
古
墳
が
あ
り
ま
す
。

　
八
代
町
の
狐
塚
古
墳
、
団
栗
塚
（
ず

ん
ぐ
り
づ
か
）
古
墳
は
帆
立
貝
式
古
墳

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
掘

調
査
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
狐
塚

古
墳
か
ら
は
多
く
の
埴
輪
片
と
、
鉄
刀
、

鉄
剣
、
鉄
鉾
（
て
つ
ほ
こ
※
1
）
が
採

集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
団
栗
塚
に
は
遺
体
を
埋
葬
す
る
石
室

が
2
つ
あ
り
、
現
在
も
蓋
の
石
が
見
ら

れ
ま
す
。
銅
鏡
、
鉄
刀
、
鉄
鏃
（
て
つ

ぞ
く
※
2
）
、
玉
類
が
埋
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
銅
鏡
は
山
梨
県
有
形
文
化
財

の
指
定
を
受
け
、
南
北
熊
野
神
社
が
保

管
し
て
い
ま
す
。

方
墳
　
八
代
町
米
倉
の
台
地
先
端
部
に

竜
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。
平
面
形
（
※

3
）
は
正
方
形
で
方
墳
と
呼
ば
れ
ま
す
。

5
世
紀
前
半
に
造
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
県
内
で
確
実
に
方
墳
と
判

明
し
て
い
る
の
は
竜
塚
古
墳
だ
け
で
す
。

　
一
辺
の
長
さ
が
56
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

方
墳
と
し
て
は
全
国
的
に
見
て
も
非
常

に
大
き
な
部
類
に
入
り
ま
す
。
高
さ
は

斜
面
上
に
あ
る
た
め
北
側
で
12
メ
ー
ト

ル
、
南
側
で
6
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。

円
墳
　
全
国
に
あ
る
古
墳
の
大
部
分
は

円
墳
で
す
。
円
墳
は
古
墳
時
代
を
通
し

て
造
ら
れ
ま
す
。
御
坂
町
成
田
の
亀
甲

塚
（
か
め
の
こ
う
づ
か
）
古
墳
は
5
世

紀
前
半
の
円
墳
で
（
前
方
後
円
墳
の
可

能
性
も
あ
る
）
、
石
室
か
ら
は
銅
鏡
、

鉄
刀
、
鉄
鉾
、
鉄
鏃
が
出
土
し
て
い
ま

す
。

　
5
世
紀
中
頃
に
は
石
和
町
北
西
部
の

山
裾
に
直
径
20
〜
30
メ
ー
ト
ル
の
円
墳

が
造
営
さ
れ
ま
し
た
。
中
に
は
「
古
墳

の
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す

お
び
た
だ
し
い
数
の
石
製
品
や
小
形
土

器
が
出
土
し
た
古
墳
も
あ
り
ま
す
。

　
円
墳
は
こ
の
あ
と
も
古
墳
後
期
の
中

心
的
墳
形
と
し
て
造
り
続
け
ら
れ
ま
す
。

横
穴
式
石
室
　
古
墳
の
遺
体
埋
葬
施
設

を
「
主
体
部
」
と
呼
び
ま
す
。
主
体
部

は
石
、
粘
土
、
木
材
な
ど
で
作
る
空
間

の
こ
と
で
、
典
型
的
な
の
が
石
室
で
す
。

　
主
体
部
を
墳
丘
の
上
か
ら
下
に
向
か

っ
て
つ
く
る
の
が
堅
穴
式
、
横
か
ら
つ

く
る
の
が
横
穴
式
で
、
堅
穴
式
は
古
墳

時
代
前
期
・
中
期
の
形
式
で
す
。
横
穴

式
は
後
期
に
な
っ
て
普
及
す
る
形
式
で
、

山
梨
県
で
は
6
世
紀
中
頃
に
導
入
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
御
坂
町
二

之
宮
に
巨
大
な
横
穴
式
石
室
を
も
つ
円

墳
の
姥
塚
（
う
ば
づ
か
）
古
墳
が
築
か

れ
た
の
は
6
世
紀
後
半
で
す
。

　
横
穴
式
石
室
は
古
墳
時
代
終
末
期
の

小
形
円
墳
が
数
多
く
造
ら
れ
た
群
集
墳

で
も
採
用
さ
れ
続
け
ま
し
た
。

群
集
墳
と
古
墳
時
代
の
終
わ
り

　
6
世
紀
後
半
以
降
、
小
形
円
墳
が
密

集
し
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
一
宮
町
に
国

分
古
墳
群
、
四
ツ
塚
古
墳
群
、
石
・
千

米
寺
古
墳
群
、
御
坂
町
に
長
田
古
墳
群
、

錦
生
古
墳
群
、
さ
ら
に
春
日
居
町
や
石

和
町
の
山
岳
部
、
八
代
町
浅
川
下
流
沿

い
、
境
川
町
狐
川
中
流
沿
い
な
ど
の
斜

面
に
も
数
十
か
ら
百
を
越
え
る
数
の
円

墳
が
ま
と
ま
っ
て
造
ら
れ
ま
し
た
。
多

く
が
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
む

き
出
し
の
横
穴
式
石
室
が
現
在
も
見
ら

れ
る
所
も
あ
り
ま
す
。

　
春
日
居
町
の
こ
の
時
期
の
古
墳
か
ら

は
仏
具
と
考
え
ら
れ
る
銅
製
の
椀
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
古
墳
に
代
わ
っ
て

寺
院
が
造
ら
れ
る
新
し
い
時
代
の
始
ま

り
を
告
げ
る
も
の
で
す
。

※
1
　
両
刃
の
剣
に
柄
を
つ
け
た
、
刺
突
の

た
め
の
鉄
製
の
武
器

※
2
　
鉄
製
の
や
じ
り

※
3
　
真
上
か
ら
見
た
形
状
の
こ
とみんなで楽しく歩きましょう

　
ハ
ウ
ス
桃

園
で
美
し
い

桃
の
花
の
お

花
見
を
楽
し

み
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
の

ん
び
り
し
ま

せ
ん
か
。

　
開
園
初
日

は
入
園
料
無

料
で
、
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
14
日
（
月
）
〜
3
月
中
旬

　
最
終
日
は
開
花
状
況
に
よ
る
。

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
入
園
料
　
1
人
5
0
0
円
（
10
人
以

上
の
団
体
は
1
人
3
0
0
円
）

○
時
間
制
限
な
し
、
ジ
ュ
ー
ス
付
き

○
小
学
生
以
下
は
無
料

▼
受
付
場
所

　
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

※
開
催
場
所
に
つ
い
て
は
、
受
付
に
て

案
内
し
ま
す
。

※
予
約
な
し
で
も
、
受
付
当
日
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
が
、
団
体
の
方
は

事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

○
食
事
・
飲
み
物
な
ど
の
持
ち
込
み
は

自
由
で
す
が
、
火
気
の
使
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
簡
易
ト
イ
レ
、
机
、
シ
ー
ト
は
、
会

場
に
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
花
を
摘
ん
だ
り
、
枝
を
折
っ
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

○
開
催
期
間
前

・
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
支
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
1
5
8

・
市
観
光
商
工
課

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

○
開
催
期
間
中
　

　
J
A
ふ
え
ふ
き
富
士
見
直
売
所

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
3
8
5
3

�　
笛
吹
川
の
河
原
に
て
、
雄
大
な
甲
斐

の
山
々
か
ら
吹
き
下
り
る
北
風
を
利
用

し
て
凧
あ
げ
祭
り
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
凧
あ
げ
を
し
た

い
方
は
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
凧
あ
げ
の
愛
好
家
に

よ
る
特
別
演
技
や
子
ど
も
た
ち
と
の
凧

あ
げ
体
験
も
行
わ
れ
ま
す
。

▼
日
時
　
2
月
20
日
（
日
）

受
付
　
　
午
前
9
時
か
ら

開
会
式
　
午
前
10
時
か
ら

閉
会
　
　
午
後
2
時
（
自
由
解
散
）

▼
場
所
　
市
役
所
前
　
笛
吹
川
河
原

▼
そ
の
他

○
予
約
は
不
要
で
す
。

○
凧
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
無
料
貸

出
も
あ
り
ま
す
が
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
）
。

○
ス
ポ
ー
ツ
カ
イ
ト
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

○
天
候
及
び
河
川
の
状
況
に
よ
り
中
止

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
参
加
者
駐
車
場
は
河
原
に
ご
用
意
し

ま
す
。

▼
主
催
　
市
石
和
温
泉
た
こ
あ
げ
祭
り

実
行
委
員
会

■
問
合
せ
先

　
市
石
和
温
泉
た
こ
あ
げ
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
・
事
務
局
長�

�山
田
清
岡

　
☎
0
5
5
（
2
3
1
）
5
5
0
0

　
℻
0
5
5
（
2
3
1
）
5
5
1
1

　
市
体
育
指
導
委
員
会
で
は
、
市
民
の

健
康
や
各
地
域
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

「
市
民
ウ
ォ
ー
ク
in
い
ち
の
み
や
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
自
然
に
触
れ
な
が
ら
、
軽
ス
ポ
ー
ツ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
3
月
6
日
（
日
）

　
受
付
　
　
　
午
前
9
時

　
ス
タ
ー
ト
　
午
前
10
時

▼
集
合
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス

ポ
ー
ツ
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
昼
食
・
飲
物
等
は
各
自
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　
℻
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
0

　
ま
た
は
各
支
所




